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【
資
料
紹
介
］

信
濃
国
松
代
藩
の
横
浜
警
衛
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て

ｌ

国

文

学

研

究

資

料

館

所

蔵

「

信

濃

国

松

代

真

田

家

文

書

」

を

中

心

に

Ｉ

【
要
旨
】

本
稿
は
、
平
成
二
六
年
度
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
調
査
研
究
事
業
個
別
研
究

「
幕
末
開
港
期
に
お
け
る
信
濃
国
松
代
藩
の
横
浜
警
衛
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

当
該
研
究
に
お
い
て
は
、
神
奈
川
（
横
浜
）
開
港
場
の
警
衛
を
文
久
二
年
か
ら

担
っ
た
信
濃
国
松
代
藩
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
国
文

学
研
究
資
料
館
所
蔵
「
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
」
の
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
「
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
」
に
限
っ
た
場
合
、
有
事
に
お
け
る

藩
主
の
行
動
や
神
奈
川
奉
行
の
指
揮
監
督
下
に
置
か
れ
る
こ
と
な
ど
を
示
す
史
料

が
わ
ず
か
に
含
ま
れ
る
も
の
の
、
物
品
購
入
に
関
す
る
金
銭
出
納
帳
と
横
浜
警
衛

を
命
じ
ら
れ
た
松
代
藩
士
が
出
役
す
る
際
と
引
き
払
う
際
に
藩
か
ら
借
金
を
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
内
借
証
文
が
大
半
で
あ
る
こ
と
を
得
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
松
代
藩
が
横
浜
警
衛
か
ら
離
れ
た
時
期
に
つ
い
て
判
然
と
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
元
治
元
年
一
○
月
ま
で
は
横
浜
警
衛
を
担
い
続
け
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
、
「
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
」
に
含
ま
れ
る
「
日
記
」
類
な

ら
び
に
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
「
信
濃
国
松
代
依
田
家
文
書
」
の
利
用
、
お
よ

び
松
代
藩
士
と
横
浜
周
辺
住
民
と
の
交
流
に
目
を
配
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
あ
げ

た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
］

横

浜

警

衛

開

港

場

太

田

陣

屋

松

代

藩

真

田

家

嶋

村

元

宏

本
稿
は
、
い
わ
ゆ
る
安
政
五
ヶ
国
条
約
の
規
定
に
よ
り
開
港
場
と
な
っ
た
神
奈
川

（

１

）

（
横
浜
）
周
辺
地
域
の
警
衛
を
文
久
二
二
八
六
三
年
か
ら
担
当
し
た
信
濃
国
松

代
藩
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
す
る
「
信
濃
国
松
代
真

田
家
文
書
」
（
以
下
、
「
真
田
家
文
書
」
）
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
的
作

業
と
し
て
、
「
真
田
家
文
書
」
に
含
ま
れ
る
警
衛
関
係
史
料
の
全
体
像
を
把
握
し
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

江
戸
幕
府
（
徳
川
公
儀
）
は
各
国
と
結
ん
だ
修
好
通
商
条
約
に
規
定
さ
れ
た
横
浜

開
港
場
の
建
設
に
あ
た
り
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
一
○
月
二
三
日
に
外
国
奉
行

水
野
忠
徳
、
永
井
尚
志
、
井
上
清
直
、
村
垣
範
正
に
対
し
、
「
神
奈
川
奉
行
兼
帯
之
心

（

２

）

得
」
を
以
て
従
事
さ
せ
る
と
と
も
に
、
開
港
場
周
辺
地
域
の
警
衛
を
同
年
一
○
月
二

七
日
、
越
前
国
福
井
藩
と
伊
予
国
松
山
藩
へ
命
じ
、
神
奈
川
宿
の
平
沼
新
田
の
小
川
、

す
な
わ
ち
帷
子
川
を
境
に
、
横
浜
開
港
場
を
含
む
本
牧
本
郷
村
ま
で
の
東
南
方
面
を

越
前
福
井
藩
に
、
芝
生
村
か
ら
川
崎
宿
に
至
る
迄
の
北
方
面
を
伊
予
松
山
藩
に
警
衛

（

３

）

を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
松
代
藩
は
そ
の
福
井
藩
が
担
当
し
て
い
た
方
面
を
播
磨

国
姫
路
藩
と
と
も
に
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

信
濃
国
松
代
藩
は
、
海
に
接
し
な
い
内
陸
に
位
置
す
る
藩
で
あ
り
な
が
ら
、
第
八

代
藩
主
真
田
幸
貫
が
、
は
じ
め
て
海
岸
防
禦
御
用
掛
（
海
防
掛
）
と
な
っ
た
老
中
松

平
定
信
の
実
子
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
藩
主
就
任
以
来
海
岸
防
禦
御
用
の
準
備
に

力
を
注
ぎ
、
天
保
期
に
は
水
野
忠
邦
を
首
班
と
す
る
幕
閣
に
古
河
藩
主
土
井
利
位
と

と
も
に
列
し
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
緊
迫
し
た
国
際
環
境
の
中
で
海
防
掛
に
も
任
じ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
幸
貫
の
跡
を
継
い
だ
第
九
代
藩
主
幸
教
の
代
に
は
、
ペ
リ
ー
来

航
に
際
し
て
自
ら
品
川
御
殿
山
の
警
衛
を
願
い
出
で
、
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
二

月
か
ら
横
浜
で
は
じ
ま
っ
た
条
約
交
渉
中
は
横
浜
応
接
所
の
警
衛
を
任
さ
れ
て
い
る
。

は
じ
め
に
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「
真
田
家
文
書
」
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
〈
史
料
館
）
へ
昭
和
二
五
（
一
九
五
○
）

（

５

）

年
真
田
家
か
ら
移
譲
さ
れ
た
史
料
群
で
あ
る
。
こ
の
な
か
か
ら
横
浜
警
衛
に
関
す
る

史
料
は
、
〔
表
〕
に
示
し
た
よ
う
に
、
九
五
件
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
国
文
学
研

（

６

）

究
資
料
館
の
「
収
蔵
歴
史
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
利
用
し
、
「
太
田
陣
屋
」

な
ら
び
に
「
海
防
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
検
索
結
果
か
ら
、
開
港
後
の
横
浜
警
衛

に
関
す
る
内
容
を
持
っ
た
史
料
で
あ
る
。

九
五
件
の
う
ち
耐
３
－
か
ら
而
些
ま
で
の
一
○
件
を
除
く
八
五
件
は
、
国

文
学
研
究
資
料
館
の
分
類
上
「
財
政
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
内

容
的
に
内
借
証
文
や
物
品
購
入
費
用
に
関
す
る
こ
と
か
ら
「
財
政
」
に
含
ま
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
直
接
警
衛
に
関
係
す
る
史
料
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
「
法
制
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
雨
３
－
「
御
条
目
」
は
、
太
田
陣
屋
詰
の

藩
士
に
対
し
、
怠
惰
無
く
警
衛
に
従
事
す
る
こ
と
、
町
人
へ
の
迷
惑
行
為
や
賭
博
の

禁
止
、
風
紀
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
、
綱
紀
の
粛
正
を
布
達
し
た
も
の

真
田
宝
物
館
が
平
成
二
五
（
二
○
一
三
）
年
に
開
催
し
た
特
別
企
画
展
『
松
代
藩

（

４

）

と
黒
船
来
航
』
に
お
い
て
、
「
真
田
家
文
書
」
か
ら
開
港
後
の
横
浜
警
衛
に
関
す
る
史

料
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
横
浜
の
警
衛
を
ペ
リ
ー
来
航
期
と
開
港
直
後
の
二
度
に
わ
た

り
お
こ
な
っ
た
松
代
藩
の
警
衛
活
動
に
関
す
る
研
究
は
充
実
し
て
い
る
と
は
言
え
な

と
に
し
た
い
。

「
真
田
家
文
書
」
中
の
横
浜
警
衛
関
係
史
料

そ
こ
で
、
本
稿
は
真
田
宝
物
館
の
特
別
企
画
展
で
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ま
ず

「
真
田
家
文
書
」
中
の
開
港
直
後
の
横
浜
警
衛
に
関
す
る
史
料
を
全
点
確
認
す
る
。
そ

し
て
、
主
要
な
史
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
共
に
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
示
す
こ

、

４

０

１
Ｖ

で
あ
る
。

そ
し
て
、
横
浜
に
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
来
航
し
た
際
の
状
況
を
伝
え
る
史
料
で
あ
る

雨
４
｝
「
真
田
幸
教
伺
書
井
附
札
」
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

封
今
度
神
奈
川
表
江
英
国
軍
艦
数
艘
渡
来
不
容
易
御
時
節
付
、
早
速
参
府
御
警
衛
厳

重
可
申
付
処
、
持
病
疵
痛
当
春
以
来
別
而
不
相
勝
、
其
上
途
上
致
眩
量
、
旅
行

難
渋
仕
候
間
、
無
拠
為
名
代
家
老
共
之
内
申
付
、
人
数
召
連
出
府
為
仕
度
旨
伺

書
差
出
候
得
共
、
其
後
何
分
心
済
不
仕
心
外
至
極
付
右
御
差
図
不
相
待
、
押
而

参
府
仕
候
処
、
前
段
伺
之
趣
者
伺
之
通
御
差
図
被
成
下
候
、
然
処
着
府
以
来
益

病
体
不
相
勝
、
眩
量
強
其
上
眠
気
相
発
、
途
上
甚
敷
、
夜
分
眠
兼
食
餌
不
進
等

二
而
、
自
然
心
気
相
変
、
折
角
参
府
仕
候
得
共
、
御
警
衛
筋
夫
々
指
揮
出
来
兼
、

万
一
開
兵
端
候
節
二
至
、
却
而
家
来
共
進
退
妨
二
も
可
相
成
哉
と
是
又
心
痛
仕
、

別
而
気
分
落
付
兼
候
間
、
甚
自
由
ヶ
間
敷
恐
入
候
儀
二
御
座
候
得
共
、
召
連
候

家
老
共
始
人
数
之
儀
者
、
其
侭
差
置
、
御
警
衛
筋
厳
重
申
付
、
一
先
在
所
表
江
罷

越
、
篤
と
養
生
差
加
、
少
々
も
快
方
二
趣
候
者
、
猶
早
々
参
府
仕
度
奉
存
候
、
此

段
奉
伺
候
、
以
上
、

四

月

十

五

日

真

田

信

濃

守

（
包
紙
）

「
文
久
三
亥
四
月
十
六
日

英
国
軍
艦
渡
来
二
付
、
為
御
警
衛
被
遊

御
参
府
候
処
、
御
不
快
二
付
御
在
所
江
被
為

入
度
御
伺
書
江
御
附
札
渡

（
貼
紙
）

可
為
伺
通
候
、

｣

－88－



（

表

耆

）

「

四

月

十

六

日

豊

前

守

様

な

御

達

、

御

書

取

」

真

田

信

濃

守

神
奈
川
表
御
警
衛
之
儀
、
方
今
市
中
不
穏
浪
士
共
横
浜
表
乱
妨
二
可
及
哉
之
風

聞
も
有
之
、
懸
念
之
儀
二
付
、
当
分
之
内
諸
事
神
奈
川
奉
行
見
込
を
以
、
十
分

二
取
斗
候
様
相
達
候
、
就
而
は
、
兼
而
御
譽
衛
被
仰
付
候
御
趣
意
も
有
之
候

二
付
、
両
端
二
相
成
不
都
合
二
は
可
有
之
候
得
共
、
当
節
之
場
合
無
余
儀
筋
二

付
、
特
と
致
勘
弁
、
当
分
之
支
は
、
諸
事
神
奈
川
奉
行
承
合
候
様
、
同
所
諸
役

人

共

江

可

申

渡

候

事

、

浪
士
に
よ
る
穰
夷
事
件
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
警
衛
活
動
の
指
揮
に
つ
い
て
は
、
神

奈
川
奉
行
の
差
配
を
受
け
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。
平
時
に
お
い
て
は
、
神
奈
川
奉
行

の
指
揮
監
督
下
に
置
か
れ
る
こ
と
な
く
、
警
衛
活
動
を
行
い
つ
つ
も
開
港
場
周
辺
地

域
に
お
け
る
最
終
的
な
警
衛
の
指
揮
は
神
奈
川
奉
行
に
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き

づ
（
》
○

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
に
発
生
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
来
航
と
い
う
有
事
に
際

し
、
体
調
不
良
に
よ
り
参
府
が
か
な
わ
ぬ
こ
と
を
伝
え
る
史
料
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
有
事
に
お
い
て
は
藩
主
自
ら
が
参
府
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
横
浜
周
辺
を
支
配
し
て
い
た
神
奈
川
奉
行
と
警
衛
を
任
務
と
す
る
松
代
藩

と
の
関
係
に
つ
い
て
記
し
た
史
料
が
、
雨
５
－
「
老
中
御
言
取
」
で
あ
る
。

（
包
み
）

「
文
久
三
亥
四
月
十
一
日

横
浜
表
江
浪
士
可
及
乱
妨
哉
之
風
聞
御
警
衛
中
両
端
二
は
候
得
共
、
当
分
之

処
心
得
之
儀
御
家
来
江
可
申
含
旨
被
仰
渡
候
書
取
」

以
上
三
件
が
松
代
藩
の
警
衛
活
動
そ
の
も
の
を
類
推
す
る
こ
と
が
可
能
な
史
料
で

あ
る
。
そ
し
て
、
「
財
政
」
に
こ
そ
分
類
さ
れ
て
い
な
い
が
、
｛
恥
６
－
か
ら
【
恥
ど

も
ふ
く
め
日
常
に
お
け
る
物
品
購
入
や
内
借
証
文
に
大
別
で
き
る
史
料
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
【
恥
１
｝
、
｛
恥
２
］
、
【
恥
６
－
か
ら
【
恥
吃
一
お
よ
び
｛
恥
卵
］
か
ら
【
恥

妬
｝
は
、
太
田
陣
屋
に
お
け
る
生
活
に
あ
た
り
松
代
藩
が
購
入
し
た
品
々
及
び
そ
の

費
用
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
で
あ
る
。
特
に
、
〔
恥
１
－
と
一
Ｍ
２
－
は
福
井
藩

か
ら
警
衛
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
文
久
二
年
段
階
の
も
の
で
、
引
き
継
ぎ
直
後
の

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
雨
６
｝
「
太
田
陣
屋
品
々
御
達
し
留
」
は
、
年

代
不
詳
で
あ
る
が
、
太
田
陣
屋
に
詰
め
て
い
た
松
代
藩
士
の
日
常
的
な
活
動
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
史
料
で
あ
る
。
太
田
陣
屋
に
お
け
る
藩
士
の
調
練
や
武
具
の
手
入
れ

な
ど
に
必
要
な
品
々
に
関
す
る
記
述
に
加
え
、
福
井
藩
か
ら
引
き
継
い
だ
八
王
寺
村

（

７

）

の
遠
見
番
所
の
掃
除
を
、
そ
の
村
の
大
工
へ
命
じ
て
い
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

残
る
【
恥
昭
一
か
ら
【
恥
”
｝
は
内
借
証
文
で
、
太
田
陣
屋
へ
の
臨
時
出
役
を
命

じ
ら
れ
た
際
と
、
出
役
が
免
じ
ら
れ
引
き
払
う
際
の
一
時
金
と
し
て
藩
士
が
藩
か
ら

拝
借
し
た
と
き
の
証
文
で
あ
る
。
証
文
の
寸
法
に
統
一
は
な
い
も
の
の
、

覚

金

四

両

也

右
は
此
度
太
田
陣
屋
江
出
張
被
仰
付
、
御
手
充
金
慥
二
受
取
拝
借
仕
候
、
返
上

之
義
は
、
御
指
図
次
第
上
納
可
仕
候
、
以
上
、

文

久

三

亥

年

三

月

岡

本

精

一

郎

⑳

池

田

富

之

進

殿

右
之
通
承
知
仕
候
、
以
上
、

柘

植

嘉

兵

衛

⑳

と
い
う
の
が
一
般
的
な
形
式
で
あ
る
。
拝
借
人
は
払
方
御
金
奉
行
池
田
富
之
進
宛
に
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以
上
、
今
回
調
査
対
象
と
し
た
「
真
田
家
文
書
」
を
概
括
し
た
。
そ
の
残
存
状
態

か
ら
い
え
ば
、
警
衛
活
動
そ
の
も
の
を
直
接
的
に
示
す
史
料
は
わ
ず
か
し
か
な
か
っ

た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
を
補
う
た
め
に
も
、
今
回
直
接
の
対
象
と
は
し
な

か
っ
た
が
、
「
真
田
家
文
書
」
中
の
各
「
日
記
」
類
を
参
照
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。

ま
た
、
「
真
田
家
文
書
」
で
は
な
い
が
、
同
じ
く
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
す
る

「
信
濃
国
松
代
依
田
家
文
書
」
に
目
を
配
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
太
田
陣
屋
で
警
衛
を
担

っ
た
松
代
藩
士
依
田
家
に
伝
わ
る
史
料
群
で
、
陣
屋
に
詰
め
た
人
物
に
つ
い
て
詳
細

（

９

）

な
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
警
衛
の
実
態
を
把
握
す
る
上
で
貴
重
な
史
料
群
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

最
後
に
、
横
浜
警
衛
を
担
っ
た
松
代
藩
な
ら
び
に
藩
士
と
地
域
住
民
と
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

雨
１
｝
を
は
じ
め
と
す
る
諸
物
入
用
に
か
か
わ
る
書
付
に
は
、
そ
の
品
代
は
当
然

と
し
て
、
納
入
者
の
名
も
記
載
さ
れ
て
い
る
〈
〔
写
真
〕
参
照
）
．
松
代
藩
士
が
太
田

陣
屋
を
拠
点
と
し
て
警
衛
活
動
を
お
こ
な
う
う
え
で
そ
の
日
常
生
活
を
支
え
て
い
た

の
は
、
横
浜
周
辺
地
域
で
生
活
す
る
人
び
と
で
あ
る
。
故
郷
を
離
れ
警
衛
に
従
事
す

る
者
と
横
浜
周
辺
で
生
活
を
営
む
者
と
の
交
流
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ

プ
つ
二
つ
。

今
後
の
課
題

証
文
を
提
出
し
、
そ
れ
に
対
し
て
勘
定
吟
味
役
柘
植
嘉
兵
衛
が
確
認
の
う
え
署
名
捺

印
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
松
代
藩
に
よ
る
横
浜
警
衛
が
い
つ
ま
で
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て

（

８

）

は
、
判
然
と
し
な
か
っ
た
が
、
物
品
購
入
に
関
わ
る
書
付
よ
り
、
元
治
元
二
八
六

四
）
年
一
○
月
時
点
に
お
い
て
も
、
太
田
陣
屋
は
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た

二
恥
望
「
覚
」
）
。

。一一齢……召

． “一半 】

導

無

‐

輝

輔

“

軍

，

“

薙

譲

農

；

唱

謹

虫 印 謬

唱 ＃ 引 呼

： 浮騨 ；

牢4鞠誹 』 酎弔さ

啄蔚霞､､ ~ ,‘ 。
’ ： 、

･潮寺蔑: ，
f ‘

； 篭

緑

､ 評霊

駕
晶篭

; 景、;‐ロ
ロ
~
~
~
違
憲

：
ザ

〔写真] No1O｢(亥正月より四月迄太田御陣屋敷金銭見届帳)」

｢野毛町清水喜助｣、 「下大工新平」の名が見える。

(｢信濃国松代真田家文書」国文学研究資料館所蔵）

－90－



註（
１
）
条
約
で
は
、
開
港
す
べ
き
港
と
し
て
「
神
奈
川
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
奈

川
開
港
場
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
開
港
直
後
か
ら
実
際
に
開
港
場
と
な
っ
た
場
所
の
地
名
で
あ
る

「
横
浜
」
が
国
内
外
に
お
い
て
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
に
お

い
て
も
以
下
、
「
横
浜
開
港
場
」
と
す
る
。

（
２
）
『
大
日
本
古
文
書
幕
末
外
国
関
係
文
書
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
覆
刊
一
九
七
二
年
～
）
（
以

へ

6
ー

（
５
）

〆一員 〆へ

4 3
、一〆 、一

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
（
史
料
館
）
が
発
揖

書
目
録
」
の
各
解
題
を
参
照
。
目
録
は
、
以
下
の
通
り
。

そ

の

１

史

料

館

所

蔵

史

料

目

録

第

二

八

集

そ

の

２

史

料

館

所

蔵

史

料

目

録

第

三

七

集

そ

の

３

史

料

館

所

蔵

史

料

目

録

第

四

○

集

そ

の

４

史

料

館

所

蔵

史

料

目

録

第

四

三

集

そ

の

５

史

料

館

所

蔵

史

料

目

録

第

五

一

集

そ

の

６

史

料

館

所

蔵

史

料

目

録

第

五

九

集

そ

の

７

史

料

目

録

第

八

六

集

そ

の

８

史

料

目

録

第

八

七

集

そ

の

９

史

料

目

録

第

八

八

集

そ

の

肋

史

料

目

録

第

八

九

集

そ

の

皿

史

料

目

録

第

九

○

集

そ

の

皿

．

完

史

料

目

録

第

九

一

集

同
前
、
三
四
七
号
文
書
。

平
成
二
五
年
九
月
四
日
～
一
二
月
二
日
開
催
。
な
お
、
同
年
六
月
五
日
か
ら
九
月
二
日
に
開
催

さ
れ
た
企
画
展
『
真
田
幸
員
と
海
防
』
の
内
容
も
合
わ
せ
、
特
別
企
画
展
図
録
『
松
代
藩
と
黒

船
来
航
」
（
長
野
市
教
育
委
員
会
文
化
課
・
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
（
真
田
宝
物
館
）

編
、
二
○
一
三
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
（
史
料
館
）
が
発
行
す
る
「
信
濃
国
松
代
真
田
家
文

太
田
陣
屋
と
は
、
安
政
五
年
二
月
二
七
日
、
幕
府
か
ら
横
浜
警
衛
を
命
じ
ら
れ
た
福
井
藩
が
、

そ
の
拠
点
と
す
べ
く
太
田
村
（
現
在
の
横
浜
市
西
区
日
ノ
出
町
一
丁
目
付
近
）
に
設
け
た
陣
屋

下
、
「
幕
末
」
）
之
二
一
、
二
八
三
号
文
書
。

一
九
七
八
年
。

一
九
八
三
年
。

一
九
八
五
年
。

一
九
八
六
年
。

一
九
九
○
年
。

一
九
九
三
年
。

二
○
○
八
年
。

二
○
○
八
年
。

二
○
○
九
年
。

二
○
○
九
年
。

二
○
一
○
年
。

二
○
二
年
。

付
記本

稿
は
、
平
成
二
六
年
度
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
調
査
研
究
事
業
個
別
研
究
「
幕

末
開
港
期
に
お
け
る
信
濃
国
松
代
藩
の
横
浜
警
衛
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

こ
の
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
平
成
二
六
年
八
月
に
真
田
宝
物
館
専
門
員
山
中
さ

ゆ
り
氏
、
同
溝
邊
い
ず
み
氏
の
協
力
を
得
て
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
「
信
濃
国
松

代
真
田
家
文
書
」
の
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
有
益
な
助
言
を
い
た
だ
い

た
。
両
氏
に
は
、
記
し
て
謝
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
の
記
述
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
筆
者
の
み
に
有
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

（
７
）

（
８
）

〆
、

、
汐

（
９
）

で
あ
る
。
地
名
に
ち
な
ん
で
太
田
陣
屋
と
呼
ん
だ
。
福
井
藩
か
ら
警
衛
を
引
き
継
ぐ
に
あ
た
り
、

松
代
藩
も
姫
路
藩
と
共
に
こ
の
太
田
陣
屋
も
引
き
継
ぎ
福
井
藩
同
様
横
浜
警
衛
の
拠
点
と
し

て
い
た
。
前
掲
、
『
松
代
藩
と
黒
船
来
航
」
、
一
○
○
頁
参
照
。

前
掲
、
「
松
代
藩
と
黒
船
来
航
」
、
一
○
五
頁
、
資
料
面
の
解
説
参
照
。

前
掲
、
「
松
代
藩
と
黒
船
来
航
』
、
一
○
○
頁
。

前
掲
、
「
松
代
藩
と
黒
船
来
航
」
、
一
○
四
頁
、
資
料
皿
・
唖
の
解
説
参
照
。
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〔表〕調査史料一覧（国文学研究資料館所蔵「信濃国松代真田家文書｣）

資料名 作成者・差出人’ 受取人 年代NO

1

形態 点数’ 資料番号

神奈川横浜辺御警衛二付太田陣屋御請取

即日御人数出井前後品々御入用金請払伺

帳

佐藤安喜（御勘定

吟味）
文久2年 横長半 1冊 い3937

谷口左仲･坂口

又治他2人宛
御長屋荷物料請取証文〔太田陣屋長詰用〕 小宮山甲之助 文久2年10月2御長屋荷物料請取証文［フ

3御条目 〔太田陣屋御目付〕

4誕聿鞠書棚1，〔識真田幸教伺耆井附札〔英艦

1通 き937

文久3年2月 1通 ｜き2

渡来警衛のため

出府すれども不快二付帰邑したき旨〕
文久3年4月15日 包紙 1通 か7()6

老中御耆取〔横浜表にて浪士乱妨二付､神

奈川奉行指示にて譽衛すべき旨〕
(松平信義） 真田幸教宛 文久3年4月16日 包紙 1通5flil差号指示陵曾衛す

6太田御陣屋品々御達し留

ヮ御収納郡方.御勝手元〆i
jr~仔舎三二 Lニケエー÷ L Lf圭司 〃必

御収納郡方･御勝手元〆御

か2753

5月～8月 半 |l冊 ｜あ1036

尋物答書［太田

陣屋詰諸向申立之儀］ ／御答吾類（籾方掛）

文久2年～3年3月11日へ

11月1日
15通 き814‐025

御勝手元〆御尋物答書[太田陣屋詰御番士

切替］ ／御答書類入（籾方掛）
文久3年6月22H 1通 き815‐068８

ｌ
９
ｌ
ｍ

ｕ

岨

御収納郡方伺耆〔長命平三郎太田陣屋詰

高〕
10月11日 1通 き864

(亥正月より四月迄太田御陣屋敷金銭見届

帳）
文久3年 横長半 合1冊 あ1353

(亥五月より八月迄太田御陣屋敷金銭見届
帳）

横長半文久3年 合1冊 あ1354

(亥九月より十二月迄太田御陣屋敷金銭見

届帳）
横長半 合1冊文久3年 あ1355

内借証文綴［旗新造入用、上納金改料、西

洋訳書買上代、御留守居同席招待入料、長

屋普請人料、長屋引移入用、馬具代、塩崎

村康楽寺拝借分請取渡､藤田繁之丞妻死去
入用、引渡人在所差送り入用、 日光御使者

道中囲金、役方用紙代、鉄砲類新造入料、

合薬買上代、領地判物差越道中手充、医術

修業手充、大風雨災長屋潰損手充、太田陣
屋詰用意金、勤向要用、短刀修復料、剣術

修業入料、将軍宣下済名代使用人用、豐隆
院様葬送御供入用等］

天保13年12月～文久3年

正月
西村源蔵等宛 1綴 226通 け0148513

太田御陣屋へ臨時出張･太田御陣屋御在所

へ差送り候節･太田御陣屋御引払之節御拝

借証文留帳/太田御陣屋引払内借金証文綴

文久3年3月～元治元年6月 竪半 1冊 と00019-00214

覚（横浜辺警護太田陣屋臨時出役手当金4
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借
金証文綴

岡本精一郎／ （奥

書）柘植嘉兵術
竪紙 1枚池田冨之進殿 文久3年3月 と00019-()03-00115

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金4
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借
金証文綴

畑権兵衛／ （奥書）

柘植嘉兵術
竪紙 1枚池田富之進殿 文久3年亥3月 と00019-003-00216

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金6
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

畑権兵衛／ （奥書）

柘植嘉兵術
1枚竪紙池田冨之進殿 文久5年丑5月 と00019-003-00317

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金4
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

西角玄修／ （奥書）
柘植嘉兵衛

竪紙 1枚池田冨之進殿 文久3年亥3月 と00019-003-00418

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金4
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金4
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借
金証文綴

玉川渡／(奥書)柘

植嘉兵衛
1枚竪紙池田當之進殿 文久3年亥3月 と00019-003-00519

中俣一平／ （奥書）

柘植嘉兵衛
1枚竪紙池田冨之進殿 文久3年亥3月 と00019-003-0()620

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金4
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借
金証文綴

玉川一学／ （奥書）

柘植嘉兵衛
竪紙 1枚池田冨之進殿 文久3年亥3月17日 と00019-003-00721

党(清水金弥他横浜辺警備太田陣屋臨時出
役手当金50両受取証文） ／横浜辺警護太田
陣屋臨時出役手当金受取証文綴/太田御陣

屋引払内借金証文綴

牧野大右衛門/(奥

書）柘植嘉兵衛
1枚池田冨之進殿 文久3年亥3月 竪紙 と00019-003-00822

覚(牧野他横浜辺警備太田陣屋臨時出役手
当金24両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋
臨時出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引

払内借金証文綴

牧野大右衛門/(奥
書）柘植嘉兵衛

1枚池田冨之進殿 文久3年亥3月8H 竪紙 と00019-003-00923
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覚（各金4両横浜辺警備太田陣屋臨時出役
手当金9両受取証文)／横浜辺警護太田陣屋

臨時出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引

払内借金証文綴

相沢龍之進･管鍼

太郎／（奥書)柘植
嘉兵衛

池田冨之進殿 竪紙 1枚文久3年亥3月 と00019-003-01024

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金4
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

大日方正司／ （奥

書）柘植嘉兵衛
池田富之進殿 竪紙 1枚文久3年亥3月 と00019-003-01125

党(金井精蔵他横浜辺警備太田陣屋臨時出
役手当金45両受取証文） ／横浜辺警護太田

陣屋臨時出役手当金受取証文綴/太田御陣

屋引払内借金証文綴

白川織之助･高田

多兵衛･上原徳之

助他9名／ （奥書）

柘植嘉兵衛

池田冨之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-01226

覚(玉川一学横浜辺警備太田陣屋臨時出役
手当金5両受取証文)／横浜辺警護太田陣屋

臨時出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引

払内借金証文綴

牧野大右衛門/(奥

書）柘植嘉兵術
池田富之進殿 1枚文久3年亥3月 竪紙 と00019-003-01327

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金5
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

津田源五郎／ （奥

書）柘植嘉兵衛
池田富之進殿 1枚文久3年亥3月 竪紙 と00019-003-01428

覚(小崎隼尾横浜辺警備太田陣屋臨時出役
手当金5両受取証文)／横浜辺警護太田陣屋

臨時出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引

払内借金証文綴

牧野大右衛門/(奥
書）佐藤安喜

池田冨之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-01529

覚(藤井芳郎横浜辺警備太田陣屋臨時出役

手当金5両受取証文)／横浜辺警護太田陣屋

臨時出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引

払内借金証文綴

牧野大右衛門/(奥

書）佐藤安喜
池田冨之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-01630

党(斉藤馬之助田陣屋臨時出役手当金11両

受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出役

手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借金

証文綴

窪田慎平／ （奥書）

佐藤安喜
池田富之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-01731

覚（塚田相楽･小山泰蔵横浜辺警備太田陣

屋臨時出役手当金10両受取証文） ／横浜辺

警護太田陣屋臨時出役手当金受取証文綴／

太田御陣屋引払内借金証文綴

森木一二三／ （奥
書）佐藤安喜

池田冨之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-01832

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金3

両1分受取証文)／横浜辺警護太田陣屋臨時

出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内

借金証文綴

小林粂助／ （奥書）
柘植嘉兵衛

池田富之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚33 と00019-003-019

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金3

両3分受取証文)／横浜辺警護太田陣屋臨時

出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内

借金証文綴

柄沢大之進 池田富之進殿 文久3年3月8日 竪紙 1枚34 と00019-003-020

覚(大田陣屋臨時出役手当金1両1分受取証

文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出役手当金

受取証文綴/太田御陣屋引払内借金証文綴

佐藤小左衛門/(奥
書）柘植嘉兵衛

池田冨之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚35 と00019-003-021

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金1

両1分受取証文)／横浜辺警護太田陣屋臨時

出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内

借金証文綴

小林善蔵（盛明)／
(奥書)柘植嘉兵衛

池田富之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚36 と00019-003-022

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金1

両1分受取証文)／横浜辺警護太田陣屋臨時
出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内

借金証文綴

小林善蔵（盛明） 池田富之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚37 と00019-003-023

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金2

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

樋畑翁輔／ （奥書）
柘植嘉兵衛

池田冨之進殿 文久3年亥3月 横切紙 1枚38 と00019-003-024

党（横浜辺警備太田陣屋臨出役手当金2両

受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出役

手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借金

証文綴

宮下三郎治／ （奥
書）柘植嘉兵衛

池田富之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚39 とOOO19-OO3-025

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金2

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

牧野大右衛門/(奥

書）柘植嘉兵衛
池田富之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚40 と00019-003-026

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金2

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

間庭順之助／ （奥

書）佐藤安喜
池田富之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と()0019-003-02741

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金2

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

松林左金吾／ （奥

耆）佐藤安喜
池田富之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚42 と00019-003-028
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党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金2

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

小泉市二／ （奥書）

佐藤安喜
池田富之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-02943

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金6

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

山下左馬助･伊藤

半左衛門･馬場平

作／(奥書）佐藤安

喜

池田富之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-03044

野中弥左衛門・

橋清蔵･吉原慎

他5名／ （奥書）

植嘉兵衛

高
吾
柘

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金8

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

池田富之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-03145

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金7

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

野中弥左衛門・

橋清蔵･吉原慎

他5名／ （奥書）

植嘉兵衛

高
吾
柘 池田冨之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-03246

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金4

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

多田鎌三郎･橋詰

専太郎／(奥書)柘

植嘉兵衛

池田富之進殿 文久3年亥3月 1枚竪紙 と00019-003-03347

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金2
両2分受取証文)／横浜辺警護太田陣屋臨時

出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内

借金証文綴

岡田馬之助／ （奥
書）柘植嘉兵衛

池田冨之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-03448

戸根山徳三郎･藤

田量之進･増沢理

介他6名／ （奥書）

佐藤安喜

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金2
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

池田冨之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-03549

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金1

両2分受取証文)／横浜辺警護太田陣屋臨時

出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内

借金証文綴

水野芳之助／ （奥

書）柘植嘉兵衛
池田冨之進殿 1枚文久3年亥3月 竪紙 と00019-003-03650

党(横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金10
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借
金証文綴

酒井愛之助／ （奥

書）柘植嘉兵衛
竪紙 1枚池田冨之進殿 文久3年亥3月 と00019-003-03751

下目付米倉勝助／

(奥書)森木一二三
／（奥書)柘植嘉兵

衛

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金2

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

文久3年亥3月 竪紙 1枚御金方御役所 と00019-003-03852

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金2

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

下目付小林岩蔵／

(奥書)柘植嘉兵衛
1枚池田富之進 文久3年亥3月 竪紙 と00019-003-03953

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金1

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

下目付倉橋甚左衛

門／(奥書)森木一
二三

御金方御役所 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-04054

覚(一代鉄砲帥若村寅松横浜辺警備太田陣
屋臨時出役手当金1両1分受取証文） ／横浜

辺警護太田陣屋臨時出役手当金受取証文
綴/太田御陣屋引払内借金証文綴

片守之輔／ （奥書）
柘植嘉兵衛

池田富之進殿 竪紙 1枚文久3年亥3月 と00019-003-04155

覚(御口吉作横浜辺警備太田陣屋臨時出役
手当金1両受取証文)／横浜辺警護太田陣屋

臨時出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引

払内借金証文綴

根井小右衛門/(奥

書）柘植嘉兵衛
池田富之進殿 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-04256

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金1
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

下目付相原又左衛

門／(奥書)森木一
二三

文久3年亥4月 竪紙 1枚御金方御役所 と00019-003-043
行司

Oイ

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金
100両受取証文)/横浜辺警護太田陣屋臨時

出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内
借金証文綴

大日方四郎兵衛／

(奥書）佐藤安喜
1枚池田冨之進殿 文久3年亥4月 竪紙 と00019-003-04458

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金2
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

中村小一郎／ （奥

書）佐藤安喜
池田富之進殿 1枚文久3年亥5月 竪紙 と00019-003-04559

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金2

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

片岡金一郎／ （奥
書）佐藤安喜

池田冨之進殿 文久3年亥5月 竪紙 1枚 と00019-003-04660
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覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金4

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

藤井浅右衛門/(奥

書）佐藤安喜
池田富之進殿 文久3年亥4月 竪紙 1枚 と00019-003-04761

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金4

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

蟻川賢之助／ （奥

書）佐藤安喜
池田冨之進殿 文久3年亥5月8日 竪紙 1枚 と00019-003-04862

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金4

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

柘植嘉兵衛／ （奥
書）佐藤安喜

池田富之進殿 文久3年亥5月 1枚竪紙 と00019-003-04963

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金2

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

藤田愛之丞／ （奥

書）柘植嘉兵衛
池田富之進殿 文久3年亥5月 竪紙 1枚64 と00019-003-050

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金1

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

小林善蔵／ （奥書）

佐藤安喜
池田富之進殿 文久3年亥5月 竪紙 1枚65 と00019-003-051

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金4

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

鈴木内蔵允内若林

藤吾／(奥書)柘植
嘉兵衛

池田富之進殿 文久3年亥3月 1枚66 竪紙 と00019-003-052

覚(横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金20

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

吉村左織･矢野茂・

藤田繁八他1名／

(奥書)柘植嘉兵衛

池田冨之進殿 文久3年亥3月67 竪紙 1枚 と00019-003-053

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金3
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借
金証文綴

渋谷玄亀 柘植嘉兵衛68 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-054

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金6
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借
金証文綴

長命平三郎･加藤

金五郎･松村半次

郎他1名

池田富之進殿69 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-055

党（友野俊蔵他7名横浜辺警備太田陣屋臨

時出役手当金54両受取証文） ／横浜辺警護

太田陣屋臨時出役手当金受取証文綴/太田

御陣屋引払内借金証文綴

牧野大右衛門/(奥

書）柘植嘉兵衛
池田富之進殿70 文久3年亥4月 竪紙 1枚 と00019-003-056

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金3

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借
金証文綴

東条清見／ （奥吾）

佐藤安喜
池田富之進殿71 文久3年亥4月 竪紙 1枚 と00019-003-057

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金8

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借

金証文綴

窪田慎平／ （奥書）

佐藤安喜
池田冨之進殿72 文久3年亥5月 竪紙 1枚 と00019-003-058

党（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金3

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出
役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借
金証文綴

長命平三郎･加藤

金五郎･松村半次

郎他1名／ （奥耆）
柘植嘉兵衛

池田富之進殿73 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-059

瀧村左源太他五名拝借金受取証文[覚］ （横

浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金16両受

取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出役手
当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借金証

文綴

瀧村左源太･〆木

廣平･三輪六十郎

他3名／ （奥書）柘

植嘉兵衛

池田富之進殿74 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-060

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金9
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借
金証文綴

吉村左織･矢野茂・

藤田繁之丞／ （奥

書）柘植嘉兵衛
池田冨之進殿

局f＝

／0 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-061

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金4
両2分受取証文)／横浜辺警護太田陣屋臨時

出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内
借金証文綴

鈴木内蔵允内若林

藤吾／（奥書）柘植
嘉兵衛

池田富之進殿76 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-062

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金1

両2分受取証文)／横浜辺警護太田陣屋臨時

出役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内
借金証文綴

水野芳之助 池田冨之進殿
ワワ

Jイ 文久3年亥3月 竪紙 1枚 と00019-003-063

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金6

両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借
金証文綴

玉川善太夫／ （奥
書）佐藤安喜

池田冨之進殿78 文久3年亥3月 1枚竪紙 と00019-003-064
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資料名 作成者・差出人’ 受取人恥 年代 形態 ｜点数’ 資料番号

覚（横浜辺警備太田陣屋臨時出役手当金5
両受取証文） ／横浜辺警護太田陣屋臨時出

役手当金受取証文綴/太田御陣屋引払内借
金証文綴

河原左京内松本吉

左衛門／（奥書)佐

藤安喜

池田冨之進殿 文久3年亥5月79 竪紙 1枚 と00019-003-065

内借証文綴［太田陣屋詰用意金､長滞府拝

借金、急立帰御供入用、御帰城道中御囲薬

種料、日光使者手充､イギリス小銃買上代、

外科伝授品々入料、砲術修業入料］

文久3年10月-元治元年12

月
綿貫泰蔵等宛80 1綴 56通 け01477

覚(横浜辺警護御免太田陣屋引払出立金井

芝陣屋新長屋自普請金6両内借金受取証

文） ／太田御陣屋引払内借金証文綴

出川善太夫／ （奥

書）柘植嘉兵衛
綿貫泰蔵殿 元治元年子2月 竪紙 1枚81 と00019-001-001

党(横浜辺警護御免太田陣屋引払出立金井

新長屋自普請金3両内借金受取証文)／太田

御陣屋引払内借金証文綴

奥村権之丞／ （奥
書）柘植嘉兵衛

綿貫泰蔵殿 元治元年子6月8日 竪紙 1枚82 と00019-001-002

覚(横浜辺警護御免太田陣屋引払出立金井

新長屋自普請金3両内借金受取証文)／太田

御陣屋引払内借金証文綴

奥村権之丞／ （奥

書）柘植嘉兵衛
綿貫泰蔵殿 元治元年子6月16日 竪紙 1枚83 と00019-001-003

党(横浜辺警護御免太田陣屋引払出立金井

新長屋自普請金3両内借金受取証文)／太田

御陣屋引払内借金証文綴

前田角次郎／ （奥

害）柘植嘉兵衛
綿貫泰蔵殿 元治元年子6月16日 竪紙 1枚 と00019-001-00484

関口勇馬・小宮早

之助・〆木廣平他

1名／ （奥書）柘植
嘉兵衛

覚(横浜辺警護御免大田陣屋引払出立金井

新長屋自普請金12両内借金受取証文） ／太

田御陣屋引払内借金証文綴

綿貫泰蔵殿 元治元年子6月 竪紙 1枚 と00019-001-00585

覚(横浜辺警護御免太田陣屋引払出立金井

新長屋自普請金3両内借金受取証文)／太田
御陣屋引払内借金証文綴

春原玄三 綿貫泰蔵殿 元治元年子6月 竪紙 1枚 と00019-001-00686

覚(横浜辺警護御免太田陣屋引払出立金井

新長屋自普請金3両2分） ／太田御陣屋引払

内借金証文綴

田中権之助／ （奥

書）柘植嘉兵衛
綿貫泰蔵殿 元治元年子6月8日 竪紙 1枚 と00019-001-00787

覚(横浜辺警護御免太田陣屋引払出立金井

新長屋自普請金1両2分内借金受取証文） ／

太田御陣屋引払内借金証文綴

玉井進一郎／ （奥

書）柘植嘉兵衛
綿貫泰蔵殿 竪紙 1枚元治元年子6月 と00019-001-00888

覚(横浜辺警護御免太田陣屋引払出立金井

新長屋自普請金1両2分内借金受取証文） ／

太田御陣屋引払内借金証文綴

吉原慎吾／ （奥書）
柘植嘉兵衛

綿貫泰蔵殿 竪紙 1枚元治元年子6月 と00019-001-00989

覚(横浜辺警護御免太田陣屋引払出立金井
新長屋自普請金1両2分内借金受取証文） ／
太田御陣屋引払内借金証文綴

西村孝三郎／ （奥

書）柘植嘉兵衛
綿貫泰蔵殿 竪紙 1枚元治元年子6月8日 と00019-001-01090

党(横浜辺警護御免太田陣屋引払出立金井
新長屋自普請金1両2分内借金受取証文） ／

太田御陣屋引払内借金証文綴

長命平三郎／ （奥

書）柘植嘉兵衛
1枚綿貫泰蔵殿 元治元年子6月 竪紙 と00019-001-01191

太田御陣屋敷詰之面々家内御在所へ罷帰

候御手充拝借元帳(上屋敷先例之通支給之

旨） ／太田御陣屋引払内借金証文綴

池田富之進／ （奥

書）柘植嘉兵衛
綿貫泰蔵殿 元治元年子6月8日 竪紙 1冊 と00019-001-01292

御厩小頭金児富之

丞･小池六左衛門・

稲葉恒作／ （奥印）

竹村半蔵／ （奥印）

吉野芳馬

御厩小頭金児富之丞他二名切米受取渡証

文［党］ （御口之者善平他1名分太田陣屋詰
切米籾38俵1斗4合受取の上支給に付)／(切

米・扶持米・被下米受取渡証文綴文久3
年1月～元治元年4月）

横切継紙 1通郡御奉行所 文久3年亥9月 ほ00023-02693

御厩小頭金児富之

丞･小池六左衛門・

稲葉恒作／ （奥印）
竹村半蔵／ （奥印）

吉野芳馬／ （奥印）

斎藤友衛

御厩小頭金児富之丞他二名切米受取渡証

文［党］ （御口之者幸蔵他1名分太田陣屋詰
帰り切米籾17俵8升5合受取の上支給に付）
／ （切米・扶持米・被下米受取渡証文綴
文久3年1月～元治元年4月）

郡御奉行所 文久3年亥9月 横切継紙 1通 ほ00023-02794

長命平三郎･西村

孝三郎･田中権之

助／（奥印）岩下縫

殿丞･前田角次郎／

(奥印)太田藤右衛
門／（奥印)柘植嘉

兵衛

党(太田陣屋敷荷物会所掛御用荷賃銭入料
銭17貫余受取証文） ／諸入用品代金受取証

文綴慶応3年4月～慶応2年1月

綿貫泰蔵殿 元治元年子10月 竪継紙 1通 ぬ00002-00895

※ この表は、国文学研究資料館「収蔵歴史アーカイブスデータベース」を利用し、 「太田陣屋」ならびに「海防」をキーワードとした検索結果

のうち、資料名および年代から開港後の横浜警衛に関する史料を一覧にしたものである。

※配列は、概ね年代順とし、同内容の史料でまとめてある。 NQは、 この表の作成にあたり整理の都合上付した通し番号である。

※資料名、作成者・差出人、受取人、年代、形態、点数、資料番号は国文学研究資料館が使用しているものである。ただし、明らかな誤記と

思われるものは、訂正した。

－96－


